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2022年9月21日 ロンドン 

 
ワールド・プラチナム・インベストメント・カウンシル 

新チーフ・エグゼクティブ・オフィサー 

トレバー・レイモンドの就任について 

ワールド・プラチナム・インベストメント・カウンシル（ WPIC® ）は、2022年10月1日付で 

トレバー・レイモンド（Trevor Raymond）がチーフ・エグゼクティブ・オフィサーに就任し

たことをお知らせします。 

 

トレバー・レイモンド は2014年より WPIC のリーダーシップチームの主要メンバーとして、

グローバルリサーチと投資家開拓グループのトップを務めてきました。今回の就任はWPICを

設立後、8年にわたって CEO を務めた ポール・ウィルソン（Paul Wilson ）の引退に伴う人

事となります。 

 

新CEOの就任に伴い、 WPIC チェアマンである ロジャー・バクスター（Roger Baxter） は以下

のようにコメントしております。「トレバー・レイモンド は2014年から優秀な執行役員とし

て、ポール・ウィルソン のリーダーシップのもと、デビッド・バドハム（David Badham）、鄧

偉斌（Weibin Deng） と共にWPIC の設立と発展のため、大きな実績を残してきました。重役会

として慎重に後任候補を探した結果、株式市場およびメタル市場での30年に及ぶ経験からくる

豊富な知見、そしてWPICへの深いコミットメントから、トレバー・レイモンドが後任としてふ

さわしいと判断しました。彼は情熱を持って、プラチナ投資を世界に広めるという WPICの使命

を遂行してくれると確信しています。重役会を代表してトレバー・レイモンド新CEOを祝福し

ます。」 

 

新任CEO トレバー・レイモンドは以下のようにコメントしております。「最初に、リーダー

シップと献身的な努力によって WPIC を素晴らしいチームに作り上げたポール・ウィルソンに

感謝を述べたいと思います。そして新たな時代に向けて、彼の業績を引き継ぐ機会を与えてくれ

た重役会に感謝します。他のリーダーシップチームのメンバーと私たちのグローバルチームと共に、

全世界でプラチナ投資家を増やすために、我々が努力できる機会を開拓していきたいと思います。そ

の努力によって、今後のプラチナの需要と供給のミスマッチが解消され、プラチナが脱炭素化

に果たす役割が認識されるようになるでしょう。」 

 

新任CEO トレバー・レイモンドとのインタビューなど詳しくは、 

ジム・フォレット（Jim Follett）までご連絡ください。 
Tel: 07908 551571 
Email: jim@elephantcommunications.co.uk 
 
ワールド・プラチナム・インベストメント・カウンシル（ WPIC®）について 
WPIC はグローバル市場でのプラチナ投資に関する権威として、客観的で信頼のおけるプラチ

ナ市場の知識を必要としている投資家の要求に応えるべく、2014年に南アフリカの大手PGM鉱

山会社によって設立されました。WPICのミッションは、具体的・実践的な情報提供と商品開

発を通じて、世界の投資家のプラチナ投資需要を促進することにあります。WPIC の加盟会社

はアングロ・アメリカン・プラチナム（Anglo American Platinum）、インパラ・プラチナム

（Impala Platinum）、ノーザム・プラチナ（Northam Platinum）、ロイヤル・バフォケン・プ

ラチナ（Royal Bafokeng Platinum）、セディベロ・プラチナ（ Sedibelo Platinum ）、 

Tharisa。 
 

詳しくは  www.platinuminvestment.com をご覧ください。

プレスリリース 
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WPIC 事務局所在地 

World Platinum Investment Council, Foxglove House, 166 Piccadilly, London, W1J 9EF 
 

 

プラチナについて 

プラチナは世界で最も希少性の高い金属の一つで、その優れた物性および触媒活性は工業利

用をはじめ様々な分野において多くの需要を生み出しており、また同時に貴金属としての特

徴から高級宝飾品にも多く利用されています。 

 

プラチナの主な供給源には二つあり、鉱山生産と、廃車の自動車触媒と宝飾品からのプラチ

ナ回収となります。過去5年間の年間精錬プラチナ供給の 73% から 76% は鉱山生産からで

した。 

 

世界のプラチナ需要は堅調に伸びていると同時に多様化しており、需要の４つの主要分野は

自動車、工業、宝飾品、投資となっています。 

 

過去5年間のプラチナ需要全体では、自動車触媒が31% から 42% 、それ以外の様々な工業分

野の需要が平均 28% 、宝飾品需要も平均 28%を占めています。投資需要は非常に変動が大

きく、公開されていない投資家保有の現物の動きを除いた過去5年間の投資需要は、-1%から 

20% となっています。  

 
 

免責事項 

ワールド・プラチナム・インベストメント・カウンシルは、いかなる監督機関からも投資に

関する助言を提供する許可を受けていません。上記発表されたいかなる部分も投資に関する

助言、証券および金融商品の売買に関する勧誘を意図するものではなく、そのように解釈さ

れるべきではありません。投資を行う前には必ず適切な専門家による助言を受けてくださ

い。詳細は www.platinuminvestment.com をご覧ください。 
 

- 以上 - 
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